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自ら学び 心豊かに 笑顔輝く 津保美っ子の育成～つなぐ～  牛津小 学校だより  

No.６ 

                                  令和７年７月３日(木) 

                                 ： 校長 真子 真波 

津保美つ子スマイル
図書館まつり

6 月 16 日から 20日までの 1週間、本校の図書室を舞台に「図書館

まつり」が行われました。この行事は、図書委員会の児童たちが中心とな

って計画し、運営したもので、毎日昼休みにさまざまな楽しいイベント

が実施されました。 

中でも人気だったのは「本さがしゲーム」です。1～3年生は「海のい

きもの」、4～6 年生は「都道府県」というテーマが設定され、それぞれ

のテーマに関係する本を図書室の中から探し出すゲームに取り組みまし

た。どの子も夢中になって本棚をめぐり、目当ての本を見つけると、嬉し

そうにカードにスタンプをもらっていました。友達同士で相談しながら

探す姿も見られ、図書室全体が活気にあふれていました。また、地域の読

み聞かせボランティア「マミーブック」さんによる読み聞かせの時間に

は、低学年の児童を中心にたくさんの子どもたちが集まり、お話の世界

に引き込まれていました。時には笑い声があがり、時にはシーンと静ま

り返るほど、子どもたちが物語に夢中になる様子が見られました。 

本に親しむきっかけとなったこの「図書館まつり」を通して、子どもた

ちの読書への関心が高まるとともに、仲間とともに活動を楽しむ充実感

も味わえたことでしょう。図書室が、より身近で楽しい場所として感じ

られるようになった 1週間でした。 

マミーブックさんによる昼休みの
読み聞かせ 
ペープサートを食い入るように見
ていました。 

 

９月１日(月) ２学期始業式 

         下校１１：５５予定 

  ９月２日(火) 午前中授業  

下校１１:５５予定 

９月３日(水) 給食開始 

１０月１０日(金) 前期通知表配布日 

１０月２６日(日) 運動会 

１０月２７日(月) 代休 

１１月６日(木)～１１月７日(金) 

６年生 修学旅行 

１１月７日(金) １～５年生 バス旅行 

１１月１７日(月) 代休（11/22 の分） 

１１月２２日(土) １５０周年記念式典 

           授業参観 

１２月２２日(月) 給食終了日 

１２月２４日(水) ２学期終業式 

  

２学期の主な行事予定 
４年生 体験活動  田植え 
６月２５日（水）、４年生が地域の深川様、JA 小城の皆

様のご協力のもと、田植え体験を行いました。当日は JA

の職員の方々をはじめ、地域の皆様、計７名の方々にご指

導いただき、子どもたちは貴重な体験をさせていただきま

した。 

田んぼに足を踏み入れるのも初めてという児童が多く、

最初はおそるおそるの様子でしたが、苗の植え方を教えて

いただくと、みんな真剣な表情で一株ずつ丁寧に植えてい

きました。ぬかるみに足を取られながらも、「うまくできた

かな」「お米が育つのが楽しみ！」と、笑顔いっぱいで取り

組む姿が印象的でした。 

今回の体験は、食の大切さや農業への感謝の気持ちを育

む、貴重な学びの機会となりました。このような素晴らし

い活動が実現できたのも、地域の皆様のご支援とご協力の

おかげです。子どもたちのために事前準備から当日のご指

導まで尽力してくださった皆様に、心より感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 
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火災避難訓練 
７月２日（水）、全校児童を対象に火災避難訓練を実施しまし

た。今回は、「理科室から火災が発生した」という想定のもと、避

難経路や避難の仕方を確認しながら訓練を行いました。当日は朝

から強い日差しが照りつける非常に暑い一日でしたので、避難場

所は運動場ではなく、より安全に配慮し体育館としました。放送

の指示をよく聞き、どの学年の児童も私語を慎み、真剣な表情で

落ち着いて避難する姿が見られました。その姿勢は、訓練とはい

え、「自分の命を自分で守る」という意識の表れだったように思

います。訓練後には、小城消防署の署員の方から「全員が落ち着

いて行動し、素早く避難できていた。とても素晴らしい態度でし

た。」とのおほめの言葉もいただきました。火災はあってはなら

ないことですが、万が一の際に備え、冷静に、そして安全に行動

することの大切さを改めて学ぶ機会となりました。今後も、さま

ざまな危機から自分の命を守る力を育てていけるよう、継続して

防災教育を進めてまいります。 

６月 12 日（木）に県立男女共同参画センターアバンセの諸石加代子さんをお招きして、「命

と性の教育」について学習しました。 

 1 年生は「プライベートゾーンについて」３年生は「友だちとの良好な関係づくり」という

題目でお話いただきました。1 年生には、自分と相手の体を大切にすることができるように、

どんなことに気を付ければいいのかを、また、3 年生には自分と相手の心と体を大切にするた

めに、気を付けること、LINEなどの SNS でつながることの危険性などについて話していただ

きました。子どもたちの感想を見てみると、自分や友だちを大切したいと感じている子どもた

ちがたくさんいました。 

 

命と性の学習

租税教室 ６ 年生 
 ６月２３日（月）、６年生は税理士の徳渕理彦様

をお迎えして、租税教室を行いました。社会科の学

習の一環として行われたこの授業では、「税金とは

何か」から始まり、どのような種類があり、どのよ

うに使われているのかを、身近な例を交えてわかり

やすく教えていただきました。 

子どもたちは、道路や学校、消防、警察、福祉な

ど、普段の生活の中で当たり前のようにあるもの

が、税金によって支えられていることを知り、驚き

や関心の声が上がっていました。また、税金を公平

に集め、正しく使うためには、国民一人一人が関心

をもち、将来、選挙で投票することの大切さについ

ても教えていただきました。 

子どもたちからは、「税金がなかったら生活が不

便になることがよくわかった」「自分たちの未来に

も関係していると感じた」などの感想が聞かれ、社

会のしくみを学ぶよい機会となりました。 
 

【子どもたちの感想より】 一部抜粋 

・税金の種類は、約５０種類ほどあることがわ
かりました。税金があるから、よりよい生活
が送れることがわかりました。 
・税金で支払われる教育費の多さに驚きまし
た。小学生１人１年間に使われる税金は９２
万１０００円でした。 
・税金がないと、警察・消防・救急車にもお金
がかかると知り、いろいろな私たちの暮らし
に税金が重要な役割をしていることを知り
ました。 


